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東京家政学院生活文化博物館年報

＜Ⅸ　博物館資料の保存事業報告＞

平成30年度　生活文化博物館燻蒸施工報告

1．燻蒸施工について

　生活文化博物館では、資料の保存に関して環境に配
慮したIPM(総合的有害生物管理)の考え方を取り入れ、
収蔵庫、展示室の清掃等の日常管理と定期的な虫害調
査を行ってきたが、新しく収蔵する資料については汚
染の心配があるため、燻蒸を行ってから収蔵すること
になった。燻蒸を行うに当たっては、旧書道教室を使
用することとし、実施時期は学生のいない夏休み期間
とした。今回対象となったのは、旧短期大学の和裁研
究室のロッカーと来年度の特別展に展示予定の工芸染
色研究室の染色資料と手芸研究室から寄贈された教具
類と調理研究室から寄贈された家電類である。
　ロッカーは昨年度も燻蒸を行ったが、本来2台あっ
たところ、1台を見落としていたため今年行うことに
なった。ロッカーは湿度の高い部屋に保管されていた
ため、金属製とはいえカビの心配があり、水洗いして
から燻蒸することになった。7月26日(木)、大学通用
門の受付前にて棚板も取り外して洗浄した。乾燥させ
るため一晩そのままにし、翌27日(金)には乾いていた
ので午後2時すぎに大江記念棟3階のホワイエへ運んだ。
　今回の燻蒸作業でも昨年に引き続き、大学のワーク
スタディ事業により、学生のアルバイト3名を雇用し
た。実施日の前週の17日(金)で旧書道教室の片付け
と染色関係・手芸関係・家電資料の搬出も行った。
　大学事務局には事前に期間中は立ち入り禁止の旨を
周知し、20日(月 )の実施当日は、念のために階段、
エレベーターにもその階への立ち入り禁止の立て札を
立てた。
　ビニールの組み立てが終わった時点でロッカー、染
色資料類等を含めてその中へ搬入した。
　その後の作業は業者に任せて、3日後の午後1時に
資料を搬出し、燻蒸作業は終了した。今回も洗浄時の
運搬およびビニール内への搬入・搬出は事務局へ運搬
要員をお願いしたが、搬出の際は引き続き学生アルバ
イト3名にも手伝ってもらい、収納棚へ各資料の収納
も行った。

2．実施報告

【関係者氏名一覧】（敬称略）

　東京家政学院大学
　大学事務局　学術情報グループ
　生活文化博物館　川本利恵
　株式会社フミテック
　山口卓也※　渡辺詩織　宅間陽一郎　村松奨太
　※作業主任者

【施主】東京家政学院大学
　　 　 東京都町田市相原町2,600番地

【施工場所】東京家政学院大学
　　　　　  東京都町田市相原町2,600番地

【施工者】株式会社フミテック
　　　　  東京都港区芝浦2-13-6

【施工対象】博物館所有資料（衣類・書類等）及び
　　　　　  収納棚

【施工目的】殺虫、殺卵、殺菌
【施工年月日】自　平成30年8月20日
　　　　　　  至　平成30年8月23日

【施工方法】ビニール被覆燻蒸
【使用薬剤】エキヒュームS
【基準投薬量】200ｇ/㎥
【使用薬量】2.4㎏
【燻蒸時間】24時間
【投薬方法】気化器でのガス化投薬
【燻蒸時温度】　　　　　　　投薬時　　 開放時
　　　　　　　内温（℃）　　26.0　　　　26.8
　　　　　　　湿度（℃）　　63.0　　　　62.0
　　　　　　　外温（℃）　　27.4　　　　31.6

【供試虫】Sitophilus  oryzae  Linne（コクゾウムシ）
【供試菌】Aspergilus  niger I  AM  3001（黒色麹菌）
【エキヒュームＳの成分及び性質】
成分　酸化エチレン　　　15％
　　　　　＋
　　　1,1,1,2－テトラフルオロエタン　　　85％
分子式　　C2H4O＋CH2F－CF3

分子量　　85.2
性状　　　無色透明、わずかにエーテル臭
沸点　　　－26.2℃
比重　　　液体　　1.17　（20℃）
　　　　　気体　　3.0　（空気＝1）

川 本 　 利 恵＊

＊川本　利恵（かわもと　りえ）平成 30 年度生活文化博物館学芸員
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爆発範囲　7.0% ～ 23.0%　（空気中　Vo1%）
抑制濃度　1ppm
　　　　　空気、薬剤混合気体中で成人男子が8時間
　　　　　作業を続けても人体に有害でないとされる
　　　　　最高の濃度

【代表的な加害虫】
シロアリ

建造物の代表的害虫で昭和46年～ 48年に実施され
た文化庁の蟻害調査結果は半数近くが被害を受け、
侵入の危機にさらされているものは80%に及んで
いた。

シバンムシ
木彫、仏像、屏風、その他木質文化財の最たる害虫
である。

　（ケブカシバンムシ）
　和紙を使用した書籍の代表的害虫として
　（フルホンシバンムシ）　　東日本に多い
　（ザウテルシバンムシ）　　西日本に多い
シミ

糊付けした紙類を好む。特に題箋の部分を加害する。
　（ヤマトシミ、マダラシミ）
ゴキブリ

糊付けした部分を噛み落とし、又群衆するので糞に
よる汚染もひどい。

　（クロゴキブリ、チャバネゴキブリ）

【代表的な加害微生物（参考資料）】
カワキアオコウジカビ

日本画等に着生し画面を汚染、ニカワ層を劣化剥落
を引き起こす。

アオカビ
古文書、経本などの表紙に白い斑点や雲がかかった
ように繁殖する。

ナミダタケ
湿気の多い木材内部に繁殖し、木材の構造としての
強度を失わす。

【燻蒸法】
　文化財に微生物が着生して増殖しているとき、その
材質又は表面の付着物から養分を摂取していることを
示している。これは、文化財の材質の劣化を促進して
いるのであるから直ちに殺菌して、それ以上の増殖を
阻止しなければならない。このとき、最も有効な方法
は燻蒸法である。
　その理由は

（1）燻蒸剤が気体であるから文化財のような脆弱化し
た材質で構造が複雑であっても、手を触れずに均
一な殺菌処置が可能である。

（2）燻蒸剤は、種類により浸透性が優れているので材
質の深部に生息している生物に到達し、然も速効
的に殺滅する。

（3）燻蒸処理後、燻蒸剤は速やかに蒸散するので薬剤
と材質との接触時間が短いという長所を持ってい
るからである。

　一方、留意すべきは、燻蒸効果は速効性で現存する
加害生物を一挙に殺滅するが残効性がないので燻蒸処
理後防菌、防黴については別に考えなければならない。

【防除にあたり】
　文化財に発生した生物を防除する場合、絶対に忘れ
てはならない事項がある。それは、文化財を取り扱う
専門家(博物館職員、美術館職員、修復技術者、輸送
業者)ではないということである。あくまでも、燻蒸
処理その他防虫、防黴処理業務についての専門家であ
ることを明記しなければならない。すなわち、防除作
業は事前に十分な打合せをして、所定の燻蒸空間への
文化財の搬入は、各館職員、所有者等の立会いの上、
文化財を取り扱う専門家によって実施されなければな
らない。搬入後の燻蒸作業において、日頃研摩した成
果を十分に発揮し、残留ガスを安全に除去した時点で
我々の役割は終了するのである。その後の搬出は、や
はり文化財を取り扱う専門家によって実施されるべき
ものであることに留意しなければならない。
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供試虫、菌及び濃度測定用ビニールチューブの配置

燻蒸ガス撹拌用ファンの配置

燻蒸ガス投薬

燻蒸ガス漏洩検査

ガス吸着機による燻蒸ガス排気

燻蒸ガス排気

抑制濃度の確認

【燻蒸施工実施写真】

燻蒸対象物 燻蒸ガス濃度測定


